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概要

1. 目的

未来の不確実性の高まりやイノベーション創発への期待を背景に、我が国においても、産学官

の多くの組織で多様なフォーサイトが実施されるようになった。こうした多様なエビデンス群を俯瞰

し、その組み合わせを社会課題と比較検討することは、社会課題に応じた柔軟な領域形成を検討

するうえで重要であると考えられた。

そこで､科学技術イノベーション政策に関連するシンクタンクから専門家が参集し､共通して重要

であると考える科学技術領域と､その社会実装に向けて必要な制度､課題等を検討することを試み

た。

2. 検討体制

検討にあたっては､以下の体制でワークショップを実施した｡オブザーバーも含めた各参加者は

専門家として議論に参加し､発言に所属組織としての責任を負わないこととした｡

【参加機関】

 科学技術・学術政策研究所

 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 技術戦略研究センター

【オブザーバーとして検討に協力】

 内閣府

 文部科学省

 日本学術振興会

 政策研究大学院大学 SciREX センター

 公益財団法人未来工学研究所＊

 株式会社三菱総合研究所＊

＊科学技術基本計画フォローアップ調査を内閣府より受託

3. 検討方法

全体フローを概要図表 1 に示す。

(1) 事前準備：重要テーマの抽出とクラスターの生成

ワークショップを実施するにあたり、まず、各シンクタンクの既存資料から計 104 の重要テーマ及

びそのテーマの概説に相当する文言を抽出した。その後、自然言語処理等により 104 の重要テー

マから 16 のクラスターに整理した。

(2) 重要科学技術領域の検討

2019 年 10 月、各シンクタンク等から 3～5 名程度、オブザーバーを含め計 27 名の参加によるワ

ークショップを 2 回開催し、重要科学技術領域の検討を行った。 

1) 仮領域の設定（全体討論）

・ 16 のクラスターを組み合わせて、検討の対象となる科学技術領域を設定した。
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・  公平かつ安全なデータ保有(第三者機関の活用等) 

・  データの囲い込みの解消・共有に向けたインセンティブ 

（３） 倫理的・法的・社会的問題（ELSI)への具体的対応 

・  科学技術の社会実装における社会的なコンセンサス作りと制度化 

・  デジタライゼーションに伴う新たなプライバシーの問題等への適正な規制 

 

5. まとめ 

科学技術イノベーション政策に関連するシンクタンクから専門家が参集し､共通して重要であると

考える科学技術領域と､その社会実装に向けて必要な制度等を検討した｡その結果、今後推進す

べき重要科学技術領域として、以下の 4 領域が抽出された。 

 災害への備えから復興までを支える観測・予測と材料科学技術 

 持続的な経済と人間を守る、全脳ＡＩを搭載した人間調和型ロボット 

 個別医療・先制医療を浸透させる先進技術とプラットフォーム 

 日本のものづくりをリードする、先進的計測とシミュレーション 

また、検討すべき社会課題として、共通的して以下が挙げられた。 

 寡占や格差に対する対応 

 データの管理・利活用における信頼とインセンティブ 

 倫理的・法的・社会的問題(ELSI)への具体的対応 

 

検討方法としては、大きく以下の 3 点が明らかになった。 

１）連携の有用性 

今回のワークショップによって､暗黙知も含め、各シンクタンクが共通して注目する領域が明らか

になった｡また、社会課題への評価も 8 割方一致した。従って各専門家が参集することにより、検討

精度がより高まったと考えられる。 

２）社会と科学技術の関係性の把握 

今回の検討では、社会課題との関連を検討した。単純な科学技術の領域化で問題になりがちな、

社会実装時における社会課題との乖離が解消され、対策を練る上での課題が明確になった。ただ

し今回はあくまで専門家の見解の集約であるため、より多様な見解が必要となる。 

３）情報の集約 

今回、各組織の資料から抽出した重要テーマを類似度に基づきクラスタリングした。自然言語処

理という機械的手段によって､恣意性を下げた上で共通テーマが精度良く分類できた。 

今回のワークショップを通じて確かめられた､シンクタンク連携の必要性や有効性及び留意点を

踏まえて､連携の効果をより高いものとすべく検討を重ねる必要がある。 

 

 


